





Correcting Values can rearrange functions of a class 
Practice of the “professional first grader” and “writing  
essays about working one’s best”
HAYASHI Ai
はじめに
「学級崩壊」という言葉があるが、それは小学１年生でも起きている。今回起きた学級
崩壊には予兆があった。その「予兆」に気付き、適切な指導を重ねていけば、学級が正し
く機能し、「学級崩壊」から抜け出せることを、この実践では明らかにしていく。
今回の「学級崩壊の予兆」は、問題行動を起こす児童が増えたことである。授業中に多
くの児童たちと目が合わなくなり、問題行動を起こさない児童からは物事にひたむきに取
り組むという「健気さ」が感じられなくなった。その原因は、担任が、特定の児童の問題
行動の対処ばかりをすることで、児童たちの中に「先生にかまってもらってうらやましい」
という感情が生まれ、「暴れればかまってもらえる」という間違った学習、「どうせ先生は、
あの子のところへ行ってしまう」という落胆が起きていると考えた。このようにして学級
が荒れてくると、担任が集団をまとめることが困難になり、大声を出す、叱りつけるといっ
たことが増える。その対応を見た児童の失望感は大きくなり、悪循環に陥る。この状況は
友人同士のトラブルやいじめ、怪我など、多くの問題につながっていく。「学級崩壊」は
言い換えれば「価値観の乱れ」である。
具体的には、
　１．暴力で注目が引ける
　２．先生は暴れる子を大事にしている
　３．あいつは良くて自分はダメ（叱られる基準が分からない）
　４．頑張っても報われない
これらの「価値観」を作り直すことで学級の立て直しが図れると考えた。
実践の見通し
作り上げる「価値観」を教室全体の集団としての価値観と、個人個人の価値観と二つに
分けて考えた。
まず一つ目は、集団としての価値観である。「誰もが嫌な思いをしない集団」としての
価値観を作り出すことを目指した。そのために「どんなクラスにしたいのか」（どんな生
活がしたいのか）「現在困っていることはないか」について児童と話し合い、学級のルー
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ル作りをした。「一年生のプロ」と名前を付け、わかりやすい基準とした。児童と共に考
えた「一年生のプロ像」を掲示し、頻繁に振り返ることで価値観の浸透を図る。教師もそ
のルールに基づいて声をかけることで、指導の矛盾をなくし、指導に一貫性をもたせた。
これにより大声でなくとも指導ができる。
二つ目は、個人の価値観である。「自分は頑張れる、努力できる」という価値に気付く
ことを目指した。実感がなければ、物事にひたむきに取り組む姿勢を生み出すことはでき
ない。「頑張ったこと作文」の実践では「できるようになったこと」「努力したこと」「役
に立ったこと」を自覚させることと、目標をもち、達成させることが目的である。月に一
度、作文をさせ、文集を作り、配布をした。
はじめは、夏休み明けに「夏休みできるようになったこと」として、偶発的でもできる
ようになったことを自覚させた。その後は、学級の実態に合わせて課題を与えながら作文
を文集にした。１か月に一度、文集を作り、学年末には、「古い自分と新しい自分」をテー
マに総集編を文集にする。文集を繰り返し読み返したり、保護者に声をかけてもらったり
することで、その実感を確かなものにした。
文集にはもう一つの目的があった。「価値観」と、「児童の成長ぶり」について家庭と共
有することである。学校での価値観と家庭での価値観がずれてくると児童は安心して取り
組むことができない。家庭に向けて文集の前書きにおいて、成長の価値付けや取り組みの
狙いを説明し、具体的な言葉がけの仕方や、子どもの見方などを提示した。
これらの取り組みを通して「自分たちの生活は自分たちでつくる」「やればできる」と
いう大きな価値観ができ、学級を立て直すことができた。
実践
（１）　「一年生のプロ」について
十月の運動会、遠足終了を期に『一年生のプロ』になる力がついてきたと思うと話し、「一
年生のプロ」がしないことを三つ、①授業をじゃますること　②友達を傷つけること　③
命を傷つけることとして示した。具体的なシーンを問いながら以下の取り決めをした。（❶
実際に作成した一年生のプロのための決まり事）授業を妨害したり、友達の嫌がることを
したりする場合には、書いてあることに照らし合わせ、友達から声をかける。それでもや
めなければ先生からも声をかけ、それでもやめられない時は「見習い」とするというルー
ルとした。
価値観がはっきりしたことで、指導の基準ができた。それまでは嫌なことをされた側が
「イヤ」と言えずにいたことが分かってきた。そこで、「やめて」、「後でね」といった言葉
や、相手を挑発せずに、注意をする身振りなどを教え、練習をしていった。
このルールができて、すぐに教室が落ち着き始め、３日後には安定して授業に集中する
ことができるようになった。互いの成長を実感するたびに「一年生のプロになったね。」
と喜び合うことに繋がった。教師の声掛けも変わった。「今の行動は一年生のプロかな？」
といった問いかけや、「○○さん、近くに気付いていない人がいるので声をかけてくださ
い。」といった声掛け、「友達が嫌そうにしているからやめてほしい」という促しが多くな
り、ルールを守れない場合でも、大きな声を出したり、叱ったりするのではなく「それは
見習いです」と宣言をするようになった。教室で大声を出さず叱責をしなくなったので、
時間的な余裕も精神的な余裕も生まれることになった。基準があることで対応に矛盾がな
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くなった。
❶実際に作成した一年生のプロのための決まり事
じゅぎょうをじゃますること
１．大きなこえやおとをだす
２．「やらない」「やだね」などマイナスなことを言う　てきとうにやる
３．じゅぎょうにかんけいないことをする
４．ともだちにはなしかける
５．ともだちのものをとる
６．こくばんやプロジェクターなどみんなの見ているものをさわる　うごかす　かってにうつる
７．たちあるく　すぐにすわらない
８．クラスやともだちせんせいのものをかってにさわる
９．おはなしをきかない
10．ほかにもじゅぎょうのじゃまになること　つくえにのる、ものをふりまわすなげるなど
ともだちをきずつけること
１．たたいたり、なぐったりする、しようとする。ものをなげたり、あてたりする、あてようとする
２．つばをかける、かけようとする
３．あしをひっかける、ひっかけようとする
４．どいて！じゃま！とか大きなこえでいう
５．むりやりひっぱる
６．「やめて」といわれていっかいでやめない
７．なかまはずれにする
８．じぶんのしごとをしない「やって！」といわれてやらない、なんかいもわすれる
９．いやなことをいう
10．そのほかにもともだちをきずつけること
いのちをきずつけること
１．あぶないこと
２．じぶんの力をしんじないこと
３．ほかにも、いのちやたましいをきずつけること
（２）　頑張ったこと作文
①第一巻「夏休みにできるようになったこと」
夏休み明けに「夏休みにできるようになったこと」を作文させた。ねらいは、できるよ
うになったことがあると気付くこと、作文したものが文集になるという経験をさせること
である。それぞれ夏休みの間にできるようになったことが必ずあった。内容は一人で寝ら
れるようになったことや、お留守番ができるようになったこと、旅行にいけたこと等であっ
た。２～３行程度の短い文だったが、何があったかと頭を悩ませながら書いている様子で、
一単位時間を要した。（❷「夏休みにできるようになったこと」実際の作文）旅行で初め
て体験したことを書いている子もいた。前書きでは、子どもが「できた」と思ったそのこ
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とが大切であり、自分でできたと思えることが成長の鍵であるということを書き保護者に
伝えた。
文集を配布し読み合いながら、来月も同じように文集を作ること、生活・勉強・運動の
中で何かできるようになるから、できたときの気持ちをよく覚えておくことを伝えた。
❷「夏休みにできるようになったこと」実際の作文
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②第二巻「九月にがんばってできるようになったこと」
前回の文集を渡して、一か月後（十月のはじめ）「九月にがんばってできるようになっ
たこと」を作文させ、文集にした。ねらいは「頑張ってできた時の気持ちを書く」ことで、
日々の生活での取り組みに意識を向けさせることである。書いてきた内容は、妹に優しく
できるようになった、折り紙が折れた、プールで７ｍおよげた、漢字を習ったといったこ
とだった。（❸「九月にがんばってできるようになったこと」実際の作文）できた時の気
持ちを書いており、文章は３～４行に増えた。書くことを決めるのにあたり、すぐに書く
内容が決まり書こうとする子がいる一方で、「何があったか」と悩み、教師や友人に「漢
字ならったよね？」とか「プールは行った？」などと問われながら作文をしている子が１
／３程度いた。一単位時間を要して作文した。前書きには、前回と違って、偶然できたこ
とではなく、頑張ってできたことを評価し、小さなことでもできたことを味わうことで「自
分はやったぞ」「自分っていいじゃん」と思えることにつながるということを書いた。
来月は前もって生活、勉強、運動の中から、何を頑張るか決めて、一か月間取り組み、
そのことを書こうと声をかけた。
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❸「九月にがんばってできるようになったこと」実際の作文
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③第三巻「十月にがんばってできるようになったこと」
十一月には「十月にがんばってできるようになったこと」を作文させた。自分の目標に
向かって日ごろから意識を高めることがねらいである。十月の終わりまでの残りの日数と
共に、目標は決めたか、努力ははじめたか、できるようになったかということについて日
常的に声をかけた。書いてきた内容は「一年生のプロ」の取り組みを本格的に始めた時期
と重なっていたので、「一年生のプロ」に触れる内容が多く、勉強を頑張った、側転を頑張っ
た、ルールを守ることに取り組んだといったことだった。常に声をかけていたからか、作
文するときに何を書こうか思いつかないといった様子はなく、円滑に取り組んでいた。内
容は３～４行のものが多く、「がんばった」、「練習をした」という記述が増えたことから
も一か月間の取り組みに意識を向けていることが分かる。（❹「十月にがんばったこと、
できるようになったこと」実際の作文）
作文に一単位時間は必要なく、速い子で５分、全員書き終わるのに30分かからなかった。
保護者向けには、子どもの変化と、よいことと悪いことをはっきりさせ価値を教える取り
組み、大人の役割は、できていることを認め、できたことを一緒に喜ぶことだということ
を書いた。（⓳第三巻の前書き）
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❹「十月にがんばったこと、できるようになったこと」実際の作文
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⑤第四巻「十一月にいしきしてがんばったこと」
十二月に、「十一月にいしきしてがんばったこと」を作文させた。取り組むにあたって、
十一月中に個人面談を設け、自分の頑張りたいことを担任と話し合った。自分で決めた子
もいれば、担任の思いを伝え一緒に目標を立てた子もいた。得意なことに取り組めるよう
になったことを実感できる子が増えてきたので、苦手なことにも意識して取り組むように
させた。個人面談を実施し、目標を把握したため、声をかけやすかった。どんな風に取り
組んだのか詳しく書くように促した。内容は、文章量がぐっと増えた。苦手なことにも取
り組んだ成果として内面の変化を書いているものが増えた。我慢ができるようになったこ
とや跳び箱がとべるようになったこと、給食を努力して食べるといったことが書かれた。
（❺「十一月にいしきしてがんばったこと」実際の作文）30分程度で書き上げた。前書き
では、面談をして目標を決めたこと、一か月の取り組みの様子、変化を確かなものにでき
ていることに触れるとともに、これまで寄せられた子どもの見方の変化や、子ども自身の
変化が書いてある保護者からの感想を載せた。（❻保護者からの感想）
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❺「十一月にいしきしてがんばったこと」実際の作文
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❻保護者からの感想
Ⅰ
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す
。
こ
れ
か
ら
は
一
瞬
を
大
切
に
す
ご
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
Ⅱ
　
先
日
は
読
み
聞
か
せ
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
絵
の
な
い
本
を
語
り
で
聞
か
せ
る
の
に
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
（
ち
ゃ
ん
と
き
い
て
く
れ
る
か
な
・
・
・
・
？
？
）
真
剣
な
顔
で
物
語
に
は
い
り
こ
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
に
感
動
し
ま
し
た
。前
回
聞
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
子
も
よ
く
聞
い
て
く
れ
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
わ
が
子
に
対
し
て
読
み
聞
か
せ
は
ず
っ
と
続
け
て
き
た
も
の
の
、
自
分
で
読
む
習
慣
は
な
か
な
か
つ
か
ず
、
残
念
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
の
十
分
読
書
で
や
っ
と
自
分
で
よ
む
時
間
も
持
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。
　
詩
集
も
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。子
ど
も
達
の
詩
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
先
生
の
前
書
き
も
い
つ
も
よ
ん
で
は
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
た
め
に
な
り
ま
す
。
今
こ
う
い
う
ね
ら
い
を
も
っ
て
こ
う
い
う
活
動
を
し
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
い
つ
も
丁
寧
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
る
の
で
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
を
思
う
先
生
の
気
持
ち
に
胸
が
熱
く
な
る
思
い
で
す
。
学
芸
会
も
近
づ
き
、
お
忙
し
い
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
長
文
失
礼
し
ま
し
た
。
⑥第五巻「十二月とふゆ休み人の役に立ったこと」
冬休み明けに「十二月とふゆ休み人の役に立ったこと」について作文させた。取り組み
の前に、生活科の家庭生活への参加を促し、自己成長を実感させるための学習をしていた。
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「にこにこ大作戦」と銘打ち、家庭で何か一つ仕事をできるようになろうという学習である。
この学習と絡め、「人の役に立つ」という視点で取り組みをさせた。冬休みには「もっと
にこにこ大作戦」という宿題を出し、続けて家庭での仕事に取り組ませる宿題とした。学
級だよりにて保護者に子ども達とのやり取りを基にして、仕事を任せてほしいこと、仕事
をした後には、「あなたに任せてよかったと」言ってほしいとお願いをしておいた。
これは「自分が人の役に立つ」と実感すると自己肯定感が高まると期待して取り組ませ
た。文集づくりも五回目となり、どの子も迷うことなく、作文に取り組んだ。内容には、
自分がしてきた仕事の様子や工夫、人の役に立てたことの喜びが記載されていた。（❼「十二
月とふゆ休み　人の役に立ったこと」実際の作文）前書きでは保護者の協力に感謝をし、
保護者の声掛けがいかに大切さがを記載した。そして、役割をもつことで自己肯定感が高
まること、取り組みを通して、子ども達はそれぞれ生活の主体者、人生の主役になってい
るといったことを記載した。
❼「十二月とふゆ休み　人の役に立ったこと」実際の作文
に
こ
に
こ
大
さ
く
せ
ん
さ
い
し
ょ
は
お
ふ
ろ
そ
う
じ
が
う
ま
く
な
か
っ
た
け
ど
だ
ん
だ
ん
お
し
え
て
も
ら
っ
て
う
ま
く
な
っ
て
き
て
お
か
あ
さ
ん
か
ら
も
も
う
プ
ロ
だ
ね
っ
て
い
わ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
か
あ
さ
ん
の
や
く
に
た
て
る
と
い
い
で
す
。
て
が
み
と
り　
　
　
　
わ
た
し
は
て
が
み
と
り
名
人
に
な
っ
て
み
ま
し
た
ね
ん
が
じ
ょ
う
が
は
い
っ
て
い
ま
し
た
そ
れ
で
お
と
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
ま
も
ろ
う
と
し
ま
し
た
名
人
に
な
っ
て
た
の
し
か
っ
た
で
す
人
の
や
く
に
た
っ
た
こ
と　
　
　
　
　
　
ぼ
く
は
お
ふ
ろ
そ
う
じ
の
名
人
に
な
り
ま
し
た
ふ
ゆ
や
す
み
に
や
り
ま
し
た
お
か
あ
さ
ん
が
「
う
れ
し
い
」
と
い
い
ま
し
た
名
人
に
な
っ
た
こ
と　
　
　
お
か
あ
さ
ん
が
い
な
く
て
も
ぼ
く
は
そ
う
じ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
れ
で
お
か
あ
さ
ん
に
あ
り
が
と
う
っ
て
い
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
そ
れ
で
お
か
あ
さ
ん
に
ほ
め
ら
れ
て
ぼ
く
は
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
⑥第六巻「三学期がんばったことできるようになったこと」
二月中旬に「三学期がんばったことできるようになったこと」の作文をさせた。これは、
三学期の初めに「三学期のめあて」としてめあてカードに書き掲示したことについて書く
ように促した。どうして二月の中旬に取り組んだかというと、二月の終わりから三月の初
めにかけて、第七巻にあたる学年末文集に取り組む計画があったことと、「めあて」が達
成されていない場合でも、達成する時間を残すためであった。「めあて」として掲示した
ことで、取り組みが公のものになった。第四巻「十一月にがんばったこと」では、担任と
面談をしていたが、「できるようになったことを書きたい」という気持ちや、「言ったこと
には取り組もうかと思ったけど、うまく取り組めなかった、そのことは書きたくない」と
いう場合には別のことを書いてもよいことにしていた。それはできるようになったことを
残すほうが、言ったことを達成することよりもその時点では重要だと考えたからである。
だが今回は必ずめあてのことについて書くようにと話してあった。そのことで取り組みへ
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の強制力が生まれた。また、友達に何に取り組んでいるのかわかってもらうことで、その
シーンで応援してもらえるという良さもあった。
書かれたのは、 識字や計算、けんだま、側転、プール、縄跳びなどであった。めあての
ことだけではなく、他にも努力したことがあるから書きたいという児童からの要望に応え、
めあてのことを書いていれば、他にも書いてよいことにした。多くの子が８行～13行書き、
書かれた内容が濃くなった。達成されなかったことについても、どんな努力をしたのかや、
どこまでできるようになったのか、これからできるようになりたいことなどが書かれるよ
うになった。できないことが恥ずかしいことではない、取り組まないことが恥ずかしいこ
とだという価値観をつくることができた。（❽「三学期がんばったこと　できるようになっ
たこと」実際の作文）所要時間は一単位時間程度であった。内容を比較すると確実に作業
時間が短くなっている。
前書きでは、友達同士励まし合うことの良さ、自分の生活は自分で作る自覚、内面の成
長に触れ、目標に向かって努力ができるようになったことを書いた。
❽「三学期がんばったこと　できるようになったこと」実際の作文
が
ん
ば
っ
た
こ
と
わ
た
し
は
め
あ
て
を
ふ
た
つ
た
て
ま
し
た
。
字
が
だ
ん
だ
ん
う
ま
く
な
っ
て
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
う
ま
く
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
け
ん
玉
も
は
じ
め
は
ぜ
ん
ぜ
ん
で
き
な
か
っ
た
け
ど
れ
ん
し
ゅ
う
を
な
ん
か
い
も
な
ん
か
い
も
し
た
ら
も
し
か
め
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
う
ま
く
な
り
た
い
で
す
。
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
わ
た
し
は
め
あ
て
を
二
つ
た
て
ま
し
た
。
一
つ
目
は
ク
ロ
ー
ル
を
ビ
ー
ト
ば
ん
な
し
で
二
十
五
メ
ー
ト
ル
お
よ
げ
よ
う
に
な
る
。
二
つ
目
は
、
ひ
き
ざ
ん
を
は
や
く
い
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。
ク
ロ
ー
ル
は
プ
ー
ル
で
れ
ん
し
ゅ
う
し
ま
し
た
。
あ
と
も
う
す
こ
し
で
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
お
も
い
ま
す
。
ひ
き
ざ
ん
は
学
校
の
音
ど
く
で
た
ま
に
二
か
い
や
っ
た
り
し
て
う
ま
く
な
り
ま
し
た
。
あ
と
一
か
月
は
ん
あ
る
の
で
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
い
で
す
。
が
ん
ば
っ
た
こ
と
わ
た
し
は
そ
く
て
ん
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
そ
く
て
ん
は
で
き
な
か
っ
た
で
す
。
い
っ
ぱ
い
や
っ
て
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
プ
ー
ル
の
せ
お
よ
ぎ
で
す
。
い
っ
ぱ
い
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。
な
わ
と
び
と
大
な
わ
ぼ
く
は
め
あ
て
を
二
つ
か
き
ま
し
た
。
一
つ
目
は
大
な
わ
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
い
っ
ぱ
い
れ
ん
し
ゅ
う
し
た
ら
う
ま
く
な
り
ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
も
う
一
こ
は
な
わ
と
び
の
ま
え
と
び
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
い
っ
ぱ
い
れ
ん
し
ゅ
う
し
た
ら
う
ま
く
な
り
ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。
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⑦第七巻「古い自分と　新しい自分」
三月に学年末の文集を作った。その中に「古い自分と　新しい自分」という作文を収録
した。昔の自分と比べて「古い自分はこうだったけど、今はこうなった」「これからどう
したいという気持ち」や「努力の様子」について書くようにした。取り組んだねらいは自
分が今まで努力してきたことで、自分自身を変えていけるという自覚をもつことであった。
以前は熱が出て、学校を休みたかったけれど、今では学校が大好きになって自分から風
邪を予防していることや、以前は友達がいなかったけれど、勇気を出して一緒に遊ぼうと
声をかけ、友達ができたこと、嫌なことをされても言えなかったけれど、嫌なことは嫌だ
といえるようになったこと　等で、一年生のプロへの記述もあった。（❾　❿　⓫「古い
自分と　新しい自分」実際の作文）
今回は手書きにこだわり、構想、下書き、清書と書き直す中で、自分の中に内容を落と
し込み、自分の変化を味わうことにつながった。４単位時間程度で書き上げた。
❾「古い自分と　新しい自分」実際の作文
あ
た
ら
し
い
じ
ぶ
ん
　
ま
え
の
わ
た
し
は
、
さ
い
し
ょ
学
校
に
い
く
の
が
い
や
で
「
は
や
く
ね
つ
で
な
い
か
な
。」
と
お
も
っ
て
い
ま
し
た
。
　
で
も
あ
た
ら
し
い
わ
た
し
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
、
も
う
あ
り
ま
せ
ん
。
　
あ
た
ら
し
い
わ
た
し
は
、
学
校
が
大
す
き
で
す
。
ね
つ
が
で
た
時
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
　
た
と
え
ば
、む
か
し
の
じ
ぶ
ん
で
は
、
お
か
あ
さ
ん
に
「
手
を
あ
ら
い
な
さ
い
。」
と
い
わ
れ
て
も
、
ね
つ
が
出
る
よ
う
に
「
い
や
だ
。」
と
い
っ
て
い
た
け
ど
、
い
ま
は
、
「
わ
か
っ
た
。」
と
い
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。
　
こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
も
っ
と
学
校
が
大
す
き
な
じ
ぶ
ん
と
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
❿「古い自分と　新しい自分」実際の作文
ゆ
う
気
の
あ
る
じ
ぶ
ん
　
ふ
る
い
わ
た
し
は
、
さ
い
し
ょ
ゆ
う
気
が
な
く
て
と
も
だ
ち
に
は
な
し
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
　
で
も
あ
た
ら
し
い
わ
た
し
は
、
ち
が
い
ま
す
。
い
ま
は
と
も
だ
ち
に
は
な
し
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　
た
と
え
ば
ま
え
な
ら
や
す
み
じ
か
ん
に
と
も
だ
ち
の
あ
そ
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
い
る
だ
け
で
し
た
。
「
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
び
た
い
な
。」
と
お
も
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
い
ま
な
ら
「
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
。」
と
い
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　
こ
れ
か
ら
も
、
ゆ
う
気
の
あ
る
じ
ぶ
ん
と
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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⓫「古い自分と　新しい自分」実際の作文
あ
た
ら
し
い
じ
ぶ
ん
　
二
学
き
の
ぼ
く
は
、
と
も
だ
ち
に
い
じ
わ
る
さ
れ
て
も
、
が
ま
ん
を
し
て
い
ま
し
た
。
「
や
め
て
。」
と
い
え
ば
よ
か
っ
た
の
に
、
い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
な
や
ん
で
い
ま
し
た
。
　
で
も
い
ま
の
ぼ
く
は
ち
が
い
ま
す
。
い
ま
の
ぼ
く
は
、
と
も
だ
ち
が
い
じ
わ
る
し
た
と
き
に
「
や
め
て
。」
と
い
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　
な
ん
で
い
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
お
か
あ
さ
ん
と
お
と
う
さ
ん
に
は
ん
だ
ん
の
し
か
た
を
お
し
え
て
も
ら
っ
た
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
い
ま
は
ち
ゃ
ん
と
や
め
て
と
い
え
ま
す
。
気
も
ち
は
す
っ
き
り
し
ま
す
。
　
そ
れ
か
ら
も
い
や
な
こ
と
を
さ
れ
た
と
き
、
ゆ
う
気
を
出
し
て
い
お
う
と
お
も
い
ま
す
。
⑧　頑張ったこと作文のまとめ
六か月間、月に一度のペースでテーマを少しずつ変えながら作文に取り組ませた。（表
１頑張ったこと作文の取り組みのまとめ）
表１頑張ったこと作文の取り組みのまとめ
⑨個人の成長の記録
どの児童も確実な変化が見られたが、ここでは、例として男児Aの成長を分析する。Aは、
クラスの雰囲気をそのまま反映させるように、だんだんと集中力がついた児童である。
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第一巻「夏休みにできるようになったこと」の作文は、おもちゃを一人で片付けられる
ようになったことであった。自分で意識をしたということや、できたときの気持ちの記述
はなく、できた事実のみ書かれている。（⓬男児Aの第一巻の作品）
⓬男児Aの第一巻の作品	 　⓭男児Aの第二巻の作品
ひ
と
り
で
お
も
ち
ゃ
を
か
た
づ
け
ら
れ
る
ぼ
く
は
な
つ
や
す
み
に
ひ
と
り
で
お
も
ち
ゃ
を
か
た
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
九
月
に
が
ん
ば
っ
た
こ
と
ぼ
く
は
プ
ー
ル
で
ク
ロ
ー
ル
を
し
て
い
た
ら
ま
ち
が
え
て
バ
タ
フ
ラ
イ
を
や
っ
ち
ゃ
っ
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
で
も
も
う
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
第二巻「九月にがんばってできるようになったこと」の作文では、プールでクロールと
バタフライを間違えずにできるようになったことと、その時の気持ちが書かれている。（⓭
男児Aの第二巻の作品）
第三巻「十月にがんばったこと、できるようになったこと」の作文ではかけっこについ
て書かれている。「はやくなるようにがんばってれんしゅうしています」の一文からは、
目標をもって取り組んでいること、「てをふるとはやくはしれました」の一文からは、ど
のように取り組んだかという取り組みの様子が分かる。（⓮男児Aの第三巻の作品）
⓮男児Aの第三巻の作品	 	 ⓯男児Aの第四巻の作品
か
け
っ
こ
ぼ
く
は
、
か
け
っ
こ
で
は
や
く
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
い
ま
す
。
て
を
ふ
る
と
、
は
や
く
は
し
れ
ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
け
い
さ
ん
ぼ
く
は
、
け
い
さ
ん
が
は
や
く
な
り
ま
し
た
け
い
さ
ん
ド
リ
ル
で
は
や
く
な
り
ま
し
た
う
れ
し
か
っ
た
で
す
第四巻「十一月にいしきしてがんばったこと」の作文ではAが得意ではなかった計算が
速くなったことについて書かれている。苦手なことにも取り組もうと声をかけたことに応
えた取り組みである。（⓯男児Aの第四巻の作品）
第五巻「十二月とふゆ休み　人の役に立ったこと」の作文では皿洗いに取り組んだ様子
が書かれている。「どんなふうにやったか」と具体的に書いており、繰り返し取り組んだ
ことがうかがえる。「おさらをあらってたのしかったです。」という一文からは皿洗いとい
う毎日の家庭生活の仕事を自分が役立っているという実感があるからこそ楽しんで担って
いることがわかる。（⓰男児Aの第五巻の作品）
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⓰男児Aの第五巻の作品	 ⓱男児Aの第六巻の作品
も
っ
と
に
こ
に
こ
大
さ
く
せ
ん
ぼ
く
は
あ
ら
い
も
の
名
人
に
な
り
ま
し
た
ど
ん
ふ
う
に
や
っ
た
か
ス
ポ
ン
ジ
に
あ
わ
を
つ
け
て
お
さ
ら
を
あ
ら
い
ま
し
た
お
さ
ら
を
あ
ら
っ
て
た
の
し
か
っ
た
で
す
し
ゅ
く
だ
い
ぼ
く
は
三
学
き
に
し
ゅ
く
だ
い
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
ど
う
し
て
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
ド
リ
ル
と
か
を
や
っ
た
か
ら
で
す
。
し
ゅ
く
だ
い
と
か
べ
ん
き
ょ
う
を
や
っ
て
う
ま
く
な
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
の
こ
り
の
三
学
き
も
が
ん
ば
り
ま
す
。
第六巻「三学期がんばったこと　できるようになったこと」の作文では男児Aがめあて
としていた宿題について書いてある。自分ができた実感と共に、「のこりの三学きもがん
ばります」と続けていく意思についても書かれている。（⓱男児Aの第六巻の作品）
第七巻「古い自分と　新しい自分」の作文では「がんばるじぶん」として、なわとびが
一拍子でとべるようになったことを書いた。取り組むきっかけや、どんな風に努力したか、
とべた時の気持ちを細かく書き、最後には「これからもがんばるじぶんになれるようがん
ばりたいです。」とある。中休みも昼休みも使い、さらには家でも練習して、随分と努力
をしたことが分かる。その縄跳びの取り組みすべてを通して「がんばるじぶん」になれた
ことを自覚している。単に縄跳びを一拍子で跳べるようになった喜びを感じることに留ま
らず、自分自身の内面の変化を捉えているとわかる。（⓲男児Aの第七巻の作品）
⓲男児Aの第七巻の作品
が
ん
ば
る
じ
ぶ
ん
　
ま
え
の
ぼ
く
は
、
な
わ
と
び
を
二
び
ょ
う
し
で
し
か
と
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。
　
で
も
い
ま
の
ぼ
く
は
な
わ
と
び
を
一
び
ょ
う
し
で
と
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
も
だ
ち
は
で
き
て
い
た
の
で
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
で
す
。
　
そ
れ
で
中
休
み
と
ひ
る
休
み
を
つ
か
っ
て
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
ま
し
た
。
い
え
で
も
れ
ん
し
ゅ
う
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
た
い
い
く
の
じ
か
ん
に
で
き
ま
し
た
。
で
き
た
と
き
「
で
き
た
。」
と
お
も
い
ま
し
た
。
　
な
わ
と
び
を
と
べ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
　
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
る
じ
ぶ
ん
に
な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
⑩保護者への働きかけ
前書き、および学級だよりを主として保護者へ、現在取り組んでいること、取り組みの
意味、子どもの取り組みの様子や変化の様子、大人の役割、子どもの見方や声掛けについ
て書き、理解と協力を求めてきた。その際には子どもへの思いを織り交ぜ、心に訴えかけ
るような文章を心掛けた。頑張っているどの子も大切にしていることを伝え、児童の前で
も読み上げた。（⓳第三巻の前書き）結果、家庭でも取り組みに理解を示してくれ変化を
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感じると話された例をはじめ数人の保護者から感想や反応も得ることができた。（❻保護
者からの感想）
⓳第三巻の前書き
　
今
回
は
、「
で
き
る
こ
と
を
も
っ
と
増
や
そ
う
」
と
声
を
か
け
て
と
り
く
み
ま
し
た
。
十
月
は
教
室
で
「
一
年
生
の
プ
ロ
に
な
ろ
う
」
と
声
を
か
け
、
よ
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
が
ら
子
供
た
ち
を
励
ま
し
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
詩
を
読
ん
で
わ
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
家
の
人
と
の
や
り
と
り
や
、
担
任
な
ど
近
く
に
い
る
大
人
と
の
や
り
と
り
が
詩
に
登
場
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、ち
い
さ
な
や
り
と
り
の
大
切
さ
、
大
人
の
存
在
意
義
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
が
伸
び
よ
う
と
し
て
い
る
、
そ
の
そ
ば
に
い
る
大
人
の
役
割
は
、
闇
雲
に
「
ほ
め
る
」
こ
と
で
は
な
く
、「
で
き
て
い
る
よ
」
と
認
め
て
あ
げ
る
、「
で
き
た
ね
」
と
一
緒
に
喜
ん
で
あ
げ
る
。
よ
い
こ
と
の
価
値
を
教
え
、
気
持
ち
を
共
有
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
が
で
き
た
こ
と
を
、
さ
ら
に
「
す
ご
い
！
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
を
「
ほ
め
ら
れ
た
」
と
表
し
て
い
る
と
感
じ
た
の
で
す
。
　
自
分
で
目
標
を
立
て
、
自
分
な
り
に
取
り
組
み
達
成
し
た
と
い
う
経
験
は
、
こ
れ
か
ら
生
き
抜
く
上
で
な
ん
と
し
て
も
必
要
な
経
験
で
す
。
私
の
呼
び
か
け
に
応
え
努
力
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
健
気
さ
が
伝
わ
っ
て
き
て
胸
が
熱
く
な
る
思
い
で
す
。
そ
ん
な
子
ど
も
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
た
健
気
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
　
詩
集
へ
の
感
想
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
研究の成果
（１）　一年生のプロの取り組みの成果
◦落ち着いて生活できることの良さを実感させることができた。
◦互いの成長を喜べるという価値観の創生ができた。
◦自分たちで決めたことを自分たちで守ろうという姿勢が見られるようになった。
◦嫌なことを嫌と言える、自分たちの生活を自分たちで守ることに繋がる態度が育成され
た。
◦教師の声掛けの仕方が変化した。叱責する場面が減り、児童を励ましたり、学級の力を
借りたりすることができるようになった。
（２）　頑張ったこと作文の取り組みの成果
◦「自分は変化していける」という実感をもたせることができた。
◦できないことが恥ずかしいことではなく、取り組もうとしないことが恥ずかしいことだ
という価値観を学級の中に作ることができた。
◦「人の役に立てる」という自己肯定感をもたせることができた。
◦クラスの仲間として互いの成長を喜びあう姿勢が生まれた。
◦「どんな子でも変化していける」ということを実感させることができた。
◦児童のその時の様子や、その他の学習と合わせて、徐々にステップアップさせたことで、
取り組みの幅が広がった。
◦保護者とも連携をとることができ、家庭でも同じように声をかけてもらうことで、価値
観を混乱なく築くことができた。
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（３）　実践全体を通して
まず、授業に集中して取り組むという価値観を作れたことが、その後の取り組みに大き
な影響を与えた。実際に、漢字テストの全体の点数が上がっていくなど、学力自体も上がっ
ている。我儘な振る舞いで自己主張するのではなく、自分が嫌だと思ったことは「イヤ」
と言い、自分で決めた目標に向かって自己実現をしていくという自己表現へと変わって
いった。成長実感を以て、何事にも自分たちで考えて取り組んでいけるようになった。け
んかの仲裁ができるようになり、掃除や係活動など自分の役割にも自主的に取り組むよう
になった。行事や学級会の代表になれば自分たちで自主的に集まって話し合ったり練習し
たりできるようになった。互いの成長を見る目ができ、自分だけではなく、友達もまた成
長していける存在だと気づいたことが、「学級」としてのつながりを生んだ。
教師の価値観も変わった。これまでは、問題が起きれば何でも担任が解決しようとして
いたが、 「担任が解決すること」「子どもと一緒に解決すること」 「子どもが解決すること」、
と分けて考えることで、子ども一人一人の力、学級の力、どちらも実感することができた。
先に懸念のあった４つの価値観
１．暴力で注目が引ける
２．先生は暴れる子を大事にしている
３．あいつは良くて自分はダメ（叱られる基準が分からない）
４．頑張っても報われない
は取り組みの中で否定され、
１．暴力では注目を引けない
２．先生は、努力する子全員を大事にしている
３． 物事の善し悪しは皆の話し合いの中で決めた「一年生のプロ」を基にして理解でき
る
４．頑張ると報われる
という価値観に変わった。
これらのことすべてが「自分たちの生活は自分たちでつくる」「自分の人生は自分でつ
くる」という大きな価値観に繋がり、教室の「荒れ」がなくなり、学級を立て直すことが
できた。
研究の課題
（１）　一年生のプロの取り組みの課題
「一年生のプロ」の取り組みでは、決めごとを守るということを求めていったが、決め
ごと自体が時により変化したり、自分たちで決めたりしてよいということが伝わっていか
なければ、ただ決まり事を守ることを守るプレッシャーの中で生活することに繋がってし
まう。折を見て、決まり事を見直したり、決め直したりする機会が必要であった。
「一年生のプロ」という明確な基準があることで、指導に一貫性が持てるようになったが、
そればかりだと指導の柔軟性が失われていく。ルールを守れていない児童に対して、他の
児童からの目が厳しくなり、「その行動」に厳しいのであって「人物」に厳しくすべきで
はないということが今後混同していくことが危惧される。この違いを低学年の児童が理解
していくには工夫が必要で、保護者からも理解を得て進めていく必要がある。
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（２）　頑張ったこと作文の取り組みの課題
モチベーションを維持するため、作文したものがすぐに形になるという即時性を大事に
した。毎回の文集を綴る作業は手間が掛かるものであり、途中から児童の手を借りていた
が、作業時間がかかってしまうことは課題であった。
自分のために作文を書くという動機を持てている児童がいる一方で「褒められたいから
書く」という児童も一定数いた。個人の価値観も「学級として機能すること」の方が大き
な目的であったため、「自分の思いとは違うが、こうすれば、立派と褒めてもらえるだろう」
という児童に対して、具体的な策を講じてこなかった。これは、個人本当の成長と言える
のか、どのような対応をしていったらよかったのか、課題が残った。
（３）　実践全体を通して
価値観の構築には、学校の働きかけだけでうまくいく場合と、そうでない場合がある。
それぞれ異なる家庭環境にいるからということが大きい。少数ではあるが、家庭の協力を
あまり得られなかったケースもあった。全体としての家庭への働きかけと同時に、それぞ
れの家庭環境への配慮が必要であることが明らかになった。
今回は「学級崩壊」の予兆を感じてそこから学級を立て直していくという取り組みであっ
たが、そもそも、「学級崩壊」しないことが重要であり、今後、この実践を同じような場
面で繰り返し積み上げていくということは、目指すべき姿ではない。「学級崩壊」から立
て直す別の実践や方法もあると思うが、「学級崩壊からの立て直し」という実践が積みあ
がるのではなく、「学級崩壊をしない学級づくり」に生かしていくことが今後の一番の課
題である。
転載された作文、保護者の手紙については、許可の上転載しています。
